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２０２２年１０月９日、大阪ＰＬＰ会館にて第４０回全国酸素部会総会に参加しました。

コロナ禍の中でもあり、感染防止対策を徹底し３２名が参加した中で開催されました。

１年間の到達をふまえて総括し、次年度への運動の意思統一をはかることを目的と

し、高圧ガス輸送分野における低賃金・長時間労働・重大事故をなくす諸要求を実

現するため、参加者の真剣な表情が印象に残りました。

相澤部会長の代表挨拶はラグビーで例えられる“One for all, All for one”を

使っての挨拶がありました。全員で１つの目標のために一丸となることで強い組

織ができる、この意味はとても重要であり一番意識したい言葉だと感じます。組

合員の拡大と合わせ、なかまを減らさない取り組みを重視していきます。

つぎに全国トラック部会事務局長の鈴木氏による学習会が行われ、物流の２０

２４問題を持参していただいた資料をもとに、労働時間改善のための基準・見

直しポイントをわかりやすく丁寧な説明していただき、とても勉強になりました。こ

の資料を分会で共有し見直しに向けた検討を開始します。

前日に行われたメーカーごとの連絡会の報告を、様々な方向から問題点を見

つめ意見を出し合い対策することを改めて協議しました。『物流の２０２４問題』

や『大田貨物の偽装請負』など難しい問題に直面しています。賃下げのない時

短を実現すること、労働環境の改善に今後も力を合わせて闘って行きましょう。

最後は相澤部会長による力強いガンバロー三唱で総会を閉めくくりました。

連絡会と酸素部会総会の2日間を振り返り、組合員拡大をすすめ酸素部会へ

加入を働きかける運動の必要性を感じたことや、現状報告と対策または改善基準告

示の把握など多くの課題を解決していくために、みなさんとの繋がりを感じながら意

見交換できたことを今後の糧とし奮闘していきます。安全・安心して働ける労働条件

を確立し魅力ある職場をめざして共に頑張りましょう。

九州液送分会 井上厚

６５歳で再雇用契約が終わり大陽液送を退職しました。

私が入社をした年が分会結成１０年を迎えた時でした。全自運時代からもうすぐ５０年を迎えま

す。その頃は春闘時には組合旗が上がってるのが当たり前の時代でした。入社時が春闘真っ最

中だったので少しビックリしたのを思い出します。しかも組合員も多く、今とは違います。酸素を

輸送している組合で集まっていた酸素運輸協議会と運輸一般で組織されていた酸素支部準備

会がありましたが方針の違いなどで酸素支部準備会に統一をされ、今の全国酸素部会に発展してきました。情勢も変わ

り組合の方針も変わって来ましたが、酸素支部準備会の時から行ってきた職場改善闘争の取り組みが大切です。それ

が今の４つの指標です。

「１.機関会議の確立」 「２.交渉機能の確立と強化」 「３.財政の確立」 「４.教育・学習活動の確立」 を職場で点検して

組織強化する事が大切だと思います。そして最後にこの組合にいて良かったと思う組合作りをして下さい。

私は自信を持ってこの組合で頑張ってきて良かったと思っています。今後も引き続き組合の役員として残りますのでよ

ろしくお願いします。共に頑張りましょう。

大陽液送分会 鷹巣準
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大阪泉州岸和田だんじり祭が３年ぶりに通常開催され

ました。このコロナ禍の影響で、令和2年は終戦直後の

１９４５年以来７５年ぶりにだんじり祭が中止になり、令和

３年は市が無観客を呼びかけ、約半数の町はだんじり

曳行を自粛し規模を小さくしての開催でした。そして岸

和田市制１００周年を迎える今年こそはと祭礼団体が一

丸となり準備を進め、待ちに待った岸和田だんじり祭の

日を迎えました。城下町である岸和田旧市街地を２２町

のだんじりが勇壮に駆け抜け、豪快なやりまわしを見せ、

岸和田が熱狂に包まれた２日間でした。

大陽液送分会大田貨物班 長谷川達三

２０２２年１０月８日（土）テーエス、イワサワ、マルエスより８名が出席し、第１５回連

絡会総会がおこなわれました。総会ではトラックの改善基準告示の見直しについて

学習し、各輸送会社の現状報告や各職場の問題点について議論をおこないまし

た。２０２３年度の新役員体制と具体的方針が確立され総会は終了しました。

ALJ関連ではたらく労働者で組織され、「安全・安心」な職場環境の構築を目

指し、結成された日本エア・リキード連絡協議会は、これまで、独自アンケートの

とりくみや、懇談会の開催など協議会としてのとりくみをおこない、一定の成果

や到達点がでてきましたが、最大の課題である関連企業ではたらく労働者の会

員拡大については進んでいないのが現状です、会員の拡大は急務の課題で

す。同関連で働く全ての労働者を視野にいれたとりくみをすすめていくことが求

められます、会員拡大につながるように頑張っていきます。

テーエス支部尼崎分会 木田英樹

２０２２年１０月８日（土）PLP会館にて第３４回大陽日酸連絡会が開催されました。

コロナ禍という事もあり、アルコール消毒などの感染防止対策を徹底しました。

大陽日酸を荷主とする運輸会社に所属する組合員が全国から７職場１０名が集

まり、各職場の現状報告、今後全ての職場に直面する問題として２０２３年４月には

【月６０時間超えの時間外労働】 また２０２４年４月には【時間外労働の上限９６０

時間】が施工されますが、この２つについて

対策、どのような交渉をしていくのか議論が行われました。

課題は山積みですがやはり人員の確保が不可欠で、労働者の就労環境を整え働

きやすく、若手が育ち、永く勤めることの出来る環境作りが急務で、それが組合員拡

大につながると思います。

新型コロナ蔓延からもう３年になりますが、来年こそコロナを気にする事なくマスク

着用なしで全国の皆さんと会える事を願っております。

寿運送分会 宮川大輔


